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はしがき

本研究は､申請者が確立した4-NQO誘発ラット口腔癌モデルを用いて､

口腔癌の発生過程を分子病理学的に解析するとともに､その発育･進展を

阻害するいわゆる化学予防物質の模索とその阻害機構を明らかにし､一次

癌･二次癌を含めた口腔癌の予防･治療に有用な基礎的資料を得る事を目

的として行われた｡その成果をこの報告書にまとめたが､御一読のうえ､

御批判､御助言を賜れば幸いである｡本研究の開始と同時に3年間にわた

る文部省の研究補助金を受けることができたことを心から感謝する次第で

ある｡
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